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血液酸盤基李衡失調が白血球遊走機能二

及ボス影響二時テノ経験的研究

第4報 白 米・飼 養

金澤讐科大學病理學教室（杉山教授指導）

助手中川正明
   lfasαakiハ励卿貿・α

    （昭和17年5月5日受附）

内 容 抄 録

 4頭ノ健康成熟家兎二充分二清洗セル白米（少量ノ

水ヲ添加’Sタルモノ）ヲ興ヘテー16日間二亘リテ自由

飼養ヲ行ヒ，コノ間二選ケル血液酸堅基雫衡失調ト白

血球遊走機能トノ關係及ピー般血液像ヲ樵索シタル

ニ，血漿内炭酸瓦斯含有量ハ漸次畑鼠シテ著明ナル血

液アチドージス」ヲ護現シ，ソレニ随俘シテ白血球遊

走速度ハ漸i爽減少シテ著明ナル遊走機能ノ減退セル

ラ認メタリ．伺至重ハ漸i爽減少シ，赤血球白及ビ血色

素董ハ僅少ナル増加ヲ來タシ，自血球数一著明二増加

セリ．各種白血球百分率ノ憂化トシテハ，假性エオジ

ン嗜好性白血球ハ増加シ，淋巴球ハ滅少シ，璽基嗜好

性白血球，「エオジン嗜好性白血球及ビ大軍核三等ニ

ハ固閭m攣化ヲ來タサザリキ．叉實激二於テハ画意エ

オジン嗜好性白血球ハ著明ナル壇加ヲ來タシ，淋巴球

二二テハ壇小一認メラレザリキ．從ヒテ白血球数λ増

加日面トシテ假性エオジン嗜好性白血球ノ増加ニヨル

ナリ．

   緒 言

第1章 實験材料及ピ實験方法

第2章 實験成績

目 次

第3章 総括及ビ考按

    結 論

   主要文献

緒

 「ヴィタミン」Bノ敏乏セル白米ヲ以テ動物

ヲ飼育セル際二惹起スル病的徴候ヲー般二白米

病ト稻シ，之二關スル研究ハ大正時代二於テ極

メテ隆va ＝シテ，既二幾多ノ貴重ナル新1知見陸

績獲表セラレ，ソノ病理學的方面，生理學的方

                    も面，馨化學的方面等二於ケルハ勿論，ソノ血液

言

學的方面二於テモ亦細二入リ精ヲ極メ殆ンド絵

ス虞ナキが如シ．斯ル盛大ナル研究ノ行ハヒシ

最大ノ原因ハ，白米ヲ主食トスル大東亜諸民族

二概シテ護生スル脚氣ト，「ヴィタミン」：Bノ訣

乏セル白米ヲ以テ飼養セル鳩，家鶏，家兎，鼠

等＝惹起スル實験的白米病トハ，臨床的所見，
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病理解剖並ビニ組織學的所見，化學的所見等二

於テ極メテ類似セル黙多々存セルラ以テナリ
キ・．

 長軸家兎ヲ用ヒテ白米飼養ヲナシタル際＝於

ケル酸盤1基雫衡失調歌態ト，先賢ノ業績二一ナ

ル白血球遊走機能トノ關係二割キテ槍索シタ

リ．蝕ニソノ梗概ヲ報告セントス．

第1章實験材料及ビ實験方法

 1）實瞼動物

 盟重2kg以上ノ健康成熟家兎ニシテ，實験前2週間

以上一定ノ飼料（豆腐粕二少量ノ甘藷ヲ添加シタルモ

ノ）ニテ養ヒタルモノヲ使用セリ．之二充分二水洗シ

テ白濁ヲ生ゼザルニ至リタル白米（約809）二少量ノ水

ヲ附加シテ毎朝1回與へ，家兎ノ欲スルダケ配食セシ

メタリ．尚自米投興期間主脚養箱申ノ敷藁ヲ全部取り

除キタリ．

 2）探 血

 實験日ノ探血ハ白米投與前＝行ヒ，毎常可及的同一

時刻ヲ選ピテ實施セリ．探血ノ順序トシテハ耳翼翻脈

ヨリ先ヅ自血球遊走速度測定二使用スル採血ヲナシタ

ル後一般血液像ノ探血ヲナシ，血漿内炭酸瓦斯含有蜀

測定二使用スルモノハ最後二行ヘリ．

 3）血色素量

 Sahli氏血色素計ヲ用ピタリ．

 4）血球激計算

 Levy－Hausser ’ノ血球計算器二依レリ．

・  5）  血1液塗抹標本

 MaアーGiemsa二重染色ヲナシ，白血球va 200個．ヲ数

ヘテ各種白血球百分率ヲ求メタリ．

 6）血漿内炭酸瓦斯含有董

 Van S1アke氏法二依リ法ノ如ク行Kリ．

 7）  白血球遊走速度沢0定字去

  1萬倍「ノイトラール赤無水アルコール溶液ヲ用ヒ

テ製作セル超生盟染色標本ヲ使用シ，杉山氏白血球遊

走速度測定法二豫リ，假性エオジン嗜好性白血球ハ

10個各2分閲，淋巴球ハ10個各3分闇，盤基嗜好性誌

面前日5画面2分間，大軍核球ハ5個各3分間測定セ

 リ．

第2章實験成 績

 充分二水洗シタル白米二小量ノ水ヲ加ヘタル

モノヲ，4頭ノ家兎二與ヘテ16日間飼養シ，ソ

ノ間二階ケル血液酸盤基卒衡ト白血球遊走速度

トノ關係並ビ＝・一一般血液像ヲ槍索シタル實験成

績ヲ表示スレバ第1表以下第8表ノ如シ．之＝

：就キテ開脚バ，

第1表 白米飼養 家兎1

血色素量 赤血球撒 白血球撒 各種白血球百分率及ビ實数経過 日 数
燈重（gr）

假「エ」嗜好幌 淋巴球
備 考

ザしり1（％）

揚ト率

ﾆセ
茶去
ﾅ3百

ｫ分

封ト率

ﾆセ
茶汲
W百P分。

並数 封ト率

O脚
茶汲
P3百P分。

呂ル
ﾆ覆ヲヤi率

百分率 封岩ル

ｺP百
ﾊ豫

璽基性 大軍核球

工嗜

塔盗ｫ

封照
S81216

2150

Qユ20

Q000

P950

P915

94

X3

X5

X5

X6

100．0

X8．9

P01．1

P01」

P02．1

實敷雰二638610640645663

100．0

X5．6

P00．3

P0エ．1

P03．9

8780

V650

X040

W630

P0240

100．0

W7．1

P03．0

X8．3

P16．6

100．0

V9．7

X7．1

P43．2

P76．6

60．5

U1．0

U4．0

S3．0

S2．0

100．0

A題：lla。69．915』

 3．0
@4．5

W1・013・5｝・・50

1．0

Q．5

P．0

 0．5

@0
@0
P．0 0

測定後
瀦ﾄ飼葦
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第2表 白米飼養 家兎1
経

血漿内炭酸 各種白血球遊走速度
過 瓦斯含有量 假「エ」嗜好性 淋 巴 球 盛 基性 大軍核

日 厨δト百 封i三ト百 封呂ト百 封δト百 封8
（v・L％）照P下官 〃分 照P下官 μ／分 照Pセ分 μ／分 照Pセ分 μ／分 照P

数 ヲOル牽 ヲOル率 ヲOル率 ヲOル率 ヲO

封照 36．8 100．0 26．50 100．0 3．52 100．0 17．53 100．0 1．54 100

4 33．2 90．2 24．75 93．4 1．81 51．4 19．42 110．8 1．32 85

8 31．6 85．9 20．62 77．8 0．85 24．1 14．12 80．5 1．04 67

12 30．4 82．6 20．12 75．9 1．20 34．1 14．50 82．7 0．52 33

16 24．8 67．4 18．92 71．4 0．45 12．8 11．56 65．9 0．47 30

     第1節膣  重
 家兎ハ白米ヲ嗜食セザルモノノ如ク初メノ頃

ハ比較的多量一撮食シタルモ，次第二白米ヲ嫌

忌シ，日ニヨリテハ牛量或ハ末期二四テソレ以

ヲOル率

備考

樵査後
白米飼養

土ヲ残シタリ．從ヒテ4頭ノ家兎ハ何レモ漸次

髄重ノ減少ヲ來タセリ．帥チ白米飼養16日聞ニ

テ家兎1ハ2359ヲ，家兎2ハ2659ヲ，家兎3

ハ2759ヲ，家兎4ハ5009ヲ減ジタリ．

第3表 白米飼養 家兎2
血色素量 赤血球数 白血球敷 各種白血球経 過 日 数

實i封陣

咊

一   ｝ 一

假「エ」嗜好性 淋

気重（gr）21401950

ザ圏ト率 ヒ1照セリ ヲル

i耀
1さ百

ｩ分

實撒 封ト…率

ﾆ門
茶泣

ﾂ百
ｩ分

百分率『51．0 實撒一3754二二ル
ﾆ號 ｝・ヲセ率

 1

ｦ［

封照
S81216

一1－ 12160

@1930
@1895

一89

X0

X2

X0

W5

100．0

P01．1

P03．4

P01．1

X5．5

芳）一584577596585543

200．0

@98．8

P02．1

P00．2

7360

U280

U550

X630

P1650

100．0

W5．3

W9．0

P30．8

P58．3

5。．。13、4。

U1．5．4028
@161・Oi5874

T7．0：6641 ［

100．0

W3．6

P07．3

P56．5

P76．9

各種白血球百分率及ピ實出

前

實

2826

2227

3082

球

饗告

ぢ豫

100．0

85．3

67．2

93．1

133．7

盤

基

性

3．0

3．5

4．0

6．0

3．5

大

軍
核

球

1．0

1．O

O．5

1．0

1．0

工嗜

菊
1性

5ny

O．5

0

0

0．5

備考

測定後
白米飼養

                   甚
  第2節 血色素量及ビ赤血球数      二極メテ僅少ナル増加ヲ來タセリ．帥チ白米飼

家兎1＝於テハ，血・色素：量及ビ赤血球藪ハ共  養16日目ニハ前者ハ最：初ノ94％ヨリ96％＝，後

           第4表 白米飼養 家兎2

経

過

目

見

封照

4

 8

12

16

血漿内炭酸 各種白血球遊走速度

38．5

33．8

34．6

29．7

含有量 假「エ」嗜好性 淋 巴 球 盤 基 性 司大軍核球
備 考

・封13ト百

j照P下官 μ／分
封8ト百
ﾆρ下官 ！／分

厨おト百照Pセ分

μ／分
封おト雪

_Pセ分

  圏δ晒  照9二分〃分

ヲOル率 ヲOル率 ヲOル率 ヲOル率 ヲOル率

i1。o・o 25．37
、100．0

4．53 100．0 16．52 100．0 225 100．0 検査後
瀦ﾄ飼養

19．75 77．8 2．25 49．7 14．45 87．5 1．04 46．2

｝80・1 17．75 70．0 1．80 39．7 14．00 84．7 0．81 36．0
L

82．0 16．32 64．3 0．91 20．1 12．53 75．8 0．92 40．9

70．4 13．72 54．1 0．45 9．9 9．07 54．9 0．32 14．2

｛ 18 ］
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者ハ638萬ヨリ663萬トナ｝ノリ・

 家兎2ハ12日目頃迄僅カニ増加ヲ來タセル

モ，16日目ニ一封照値ヨリ梢減少セリ．

 家兎3，4ハ共二梢増加ノ傾向ヲ示セリ．帥

チ家兎3ハ8日目二一：大ノ増加ヲ來タシ，血色

素量ハ最：初ノ85％ヨリ91％ト，赤血球藪：ハ552

萬ヨリ583萬トナレリ．家兎4ハ12日目二最大

ノ増加ヲ來タシ，血色素：量ハ最初ノ82％ヨリ87

％ト，赤血球数ハ528萬ヨリ584萬トナシリ．

     第3節 白 血 球数

 4頭ノ家兎ハ何レモ白米飼養ニヨリテ白血球

数ノ」曾加ヲ來タセリ．

 家兎1ハ白米野台4日目ニハ最初ノ8780ヨリ

7650二減少ヲ來タセルモ，ソノ後ハ増加二韓ジ

テ16日目ニハ10240トナリテ写照ノ116．6％ヲ示

セリ．

 家兎2モ亦4日目ニハー時的ノ減少ヲ來タセ

ルモ，以後漸次増加シテ16日目ニハ写照ノ7360

ヨリl1650トナレリ．

 家兎3ハ初メヨリ著明ナ増加ヲ示シ，8日目

以後二二テハ倍加セリ．

 家兎4・ノ、12日目ヨリ増加ヲ來タシテ16日目ニ

ハ最：初ノ8220ヨリ最：高値12360（封照ノ150．4％）

ヲ示セリ．

  第4節 各種白血球百分率及ビ實数

   第1項假性エオジン嗜好性白血球

 4頭ノ家兎ハ何レモ増加ヲ來タセリ．帥チ百

分率二就キテハ，家兎1ハ白米飼養4日目二最

初ノ35，0％ヨリ32．0％二 gefi減少セルモ，以後漸

次増加二韓ジ，四四最終日ニハ最高値53．0％ト

ナリ，家兎2ハ4日目ニハ憂化ナク，8日目＝

ハ樹照ノ51．0％ヨリ最：高値61．5％二増加ヲ來タ

シ，以後梢減少シテ57．0％二半り，家兎3ハ12

日目迄ハ塘減不定且ツゾノ動揺範士僅少ナリシ

モ，16日目＝ハ最初ノ43．0％ヨリ51．5％二増加

ヲ來タシ，家兎4ハ8日目ヨリ増加ヲ來タシテ

12日目ニハ最：初ノ34．0％ヨリ最：高値49．0％トナ

レリ．

 斯ル假性エオジン嗜好性白血球百分i率ノ増加

ハ概シテ白血球数ノ増加ト戸部件フモノニシ

テ，從ヒテソノ實藪下於テハ顯著ナル増加ヲ來

タセリ．9Pチ實験最絡日＝於テ家兎1ハ最初ノ

3073ヨリ5427二，家兎2ハ3754ヨリ6641二，家

兎3ハ1987ヨリ5768二，家兎4ハ2795ヨリ5933

二増加ヲ來触目リ．

     第2項 淋  巴  球

 淋巴球ノ百分率ハ丁寧エオジン嗜好性白血球

ノ百分率ノ増減ト相反的二 rs4化スルモノニシ

テ，後者が増加スル＝從ヒテ減少ヲ來タセリ．

尚淋巴球ノ實藪二三テハプ家兎1ハ減少ヲ來タ

セルモ，之二反シテ家兎3ハ増加ヲ來タシ，家

兎2，4ハ白米飼養8日目頃一一時的著明ナ減少

ヲ來タセルモ，16日目ニハ封燃値以上二増加セ

リ．

  第3項盤基嗜好性白血球，「エオジ

    ン嗜好性白血球及ビ大別核球

第5表 白米飼養 家兎3
経

過

目

三

内照

 4

 8

12

16

重

（gr）

2160

2090

2040

1915

1885

血色素屋

  
ザ勤ト率
1廉セ
リ 1ヲル

ii3百
（o／e）

85

85

91

87

86

Pfi
o
100．0

100．0

107．1

102．4

101．2

赤血球激 白血球敷 各種自血球百分率及ビ日工

實円陣 假「エ」嗜好性 淋 巴 球
備 考

實激（万）

封ト率

ﾆセ
茶泣

ﾂ百
o分。 激

照セ
茶汲

W百
ｩ分

實騰  ト ヲ引率
百分牽 實警告蝿豫

盤基性 大軍核球

工嗜
G好ン性

552

T60

T83

T76

T46

100．0

P01．4

P05．6

E104．3

X8．9

4620

T700

P⑪520

P0820

P1200

100．0

?Q3．4

Q27．7

Q34．2

Q42．4

数一420814977 ■5768

 しP987100．0

Q366 ^ 250．5 290。3

52．0

T3．5

T5．5

S8．0

S3．0

2402100．0

R050i 127．0

@5pll鴛：1 旨48161200・5

3．5

R．0

S．0

S．5

S．0

0．5

P．0

O．5

P．0

P．0

1．0

P．0

O0．50．5

測定後
瀦ﾄ飼養

［ 19 ）
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 コレ等二於テハ一般二比較的僅少ナル攣化ヲ

來タシ，且ツゾノ攣化ハ不規則ナルヲ以テー定

ノ意味ヲ認メ得ザリキ．

   第5節 血漿内炭酸瓦斯含有量

 4頭ノ家兎一型レモ白米飼養日数ノ経過＝件

ヒテ比較的早期ヨリ血漿内炭酸瓦斯含有量：ノ減

少ヲ卒タシ，血液アチドージヌ」ヲ惹起セリ．

 帥チ家兎1二於テハ白米飼養開始4日目二

33．2Vol．％トナリ，最：初ノ36．8 Vol．％二比シテ

9．8％ノ減少ヲ示シ，以後漸次減少ノ傾向ヲ辿

りテ實験最：絡日曜日24．8Vol．％トナリ，封照値

ノ67．4％二減少セリ．

 家兎2二於テハ4日目二385VoL％トナリ，

坐照ノ42．2Vo】．％＝比シテ8．8％ノ減少ヲ示シ，

8日目ニハ更二減少ヲ來タシテ最初ノ80・1％

ヲ，16日目ニハ70．4％ヲ示セリ．

 家兎3二於テモ亦白米飼養早期ノ8日目ニハ

既二30．6VoL％トナリ，正常ノ37．6 Vol．％＝，比

シテ18．6％ノ減少ヲ示シ，ソレ以後＝於テモ漸

次減少シテ16日目＝ハ26．7Vol．％（樹照ノ71・0

％）トヂレリ．  1

 家兎二三テハ初耳44．6 Vol．％ナリシモ漸次減

少シテ16日目＝ハ32．4 Vo1．％トナリ，i封照値ノ

72．6％二顯著ナル減少ヲ來タセリ．

第6表 白米飼養 家兎3

過

日

激

封照

 4

 8

12

16

血漿内炭酸
瓦斯含有量

各種白血球遊走速度

（V・1．％）照Pセ分

37．6

35．5

30．6

29．3

26．7

假「エJ嗜好性 淋巴球 璽基性 大軍核球
備 考

封i3ト百

ﾆPセ分 μ／分1

1封δ晒照Pセ分

μ〆分
封δト百

ﾆPセ分 μ／分
封呂ト百

ﾆPセ分 〃分
封芝3ト百

ﾆP七分
ヲOルi率 ヲOル…華 ヲOル率 ヲOル率 ヲOル率

100．0 25．63 100．0 3．41 100．0 14．50 100．0 1．32 100．0 検査後
瀦ﾄ飼養

94．4 28．75 112．2 1．80 52．8 16．42 113．2 1．50 113．6

81．4 15．13 59．0 0．25 7．3 9．25 63．8 0．44 33．3

77．9 13．25 51．7 0．31 9．1 9．03 62．3 0．51 38．6

71．0 13．04 50．9 0．21 6．2 層8．65 60．0 0．42 31．8

第7表 白米飼養 家兎4
脛 髄 血色素量 赤血球数 白血球激 各種白血球百分…率及ビ實数

過 ザ 封ト率 實 封ト率 實 封ト率 假「エ』嗜好性 淋 巴 球 璽 大 工嗜
重 1 照セ 照セ 照セ 備 考

日 敏

（gr）

リ1（％〕

ヲル

ﾂ百
�ｪ

数分）

ヲル
ｸ3’百

ｩ分 数

ヲル

ﾂ百
F分

百分率 實数

一封δル

ｺP百醐？分ヲセ率

百分率 實激 封i3ル 基性

前核球 事好ソ性

『 一 一封照 2090 82 100．0 528 100．0 8220 100．0 34．0 2795 100．0 62．0 5096 100．0 3．0 1．0 0 測定後
瀦ﾄ飼養

4 1990 83 101．2 550 104．2 8520 103．6 33．0 2817 100．8 63．5 5410 106．2 2．5 1．0 0

8 1800 85 103．7 558
1、。5．7

6920 84．2 41．0 2837101．5 56．0 3875 76．0 2．5 0．5 0
騨

12 1690 87 106．1 584 110．6 10680 129．9 49．0 5233187．2 47．0 5020 98．5 3．0 1．0 0

ユ6 1590 84 102．4 532 100．8 12360 150．春 48．0 5933212．3 47．5 5871 115．2 4．0 0．5 0，

    第6節 各種白血球遊走速度

 骨性エオジン嗜好性白血球，盤基嗜好性白血

球，淋巴球及ビ大軍核球等ノ遊走速度ハ白米飼

養ニヨリデ漸次著明二減退ヲ來タシ，殊二後2

一二於テ字彫ナルヲ認可タリ・

［ 20 ）
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第8表 白米飼養 家兎4
経

過

日

封照

 4

 8

12

16

騰羅 各種白血球遊走速度
儂「エ」嗜好性

封δト百
照Pセ分
ヲOル率

淋 巴 球

（Vol ． O／d ）

44．6

40．3

40．5

38．2

32．4

100．0

90．4

90．8

85．7

72．6

〃分

24．82

22．87

19．35

15．61

劉さト百  圏δト百

照Pセ分μ／分照Pセ分
ヲOル率1 ヲOル率
一一@一r T1

100．0

92．1

78．0

62．9

15．03i 6e．6

1．63

1．25

0．38

0．25

0．31

100．0

76．7

23．3

15．3

19．0

盤 基 性 大軍核球

  1封δト百1

μ扮照：セ掛”扮

14．25

13．75

8．75

7．56

7．03

1ヲ ル率
1 一一 一一．．

100．0

96．5

61．4

53．1

49．3

封おト百
1照Pセ分
ヲ。ル率

1．31

1．00

0．33

0．41

0．31

100．0

76．3

25．2

31．3

23．7

備 考

検査後
白米鯛養

  第1項假性エオジン嗜好性白血球

 家兎五二於テハ白米投與4日目二24・75μ／分

トナリ，最初ノ2650μ／分二二シテ6・6％ノ減

少ヲ示シ，以後漸次減退ノー・途ヲ辿りテ16日目

＝ハ18・92μ／分（封照ノ71・7％）トナレリ．

 家兎2＝於テモ亦4日目既二19・75μ／二二減

少シ，以後漸次減少加ハリテ16日目ニハ正常ノ

25・37 ＃／分ヨリ13・72 ＃／分（封照ノ54・1％）二二

牛減セリ．家兎3二於テハ前者ト梢趣ヲ異ニシ

テ4日目ニハー時的ノ一度ナル増加ヲ來タセル

モ，ソノ後ハ漸次減少二轄ジ，16日目ニハ13．0

4μ／分トナリテ最初ノ25・63μ／分二比シテ50・9

％トナレリ．家兎4ハ家兎1，2ト略同様白米

飼養早期ヨリ漸次減少ヲ來タシ，16日目ニハ封

照ノ24・82μ／分ヨリ15・03 P！分（60・6％）二減少

ヲ來タセリ．

    第2項 塵基嗜好性白血球

 盤基嗜好性白血球ノ遊走速度ハ三士エオジン

嗜好性白血球ノソレト三相卒行シテ漸次減退

シ，ソノ減少率亦類似セ恥EPチ白米飼養16日

PHS ＝一テ家兎1ハ樹照値17・53 ＃／分ヨリ11・56 P／

分（封照値ノ65．9％） ＝， 干栗22、最初ノ 16．52

μ／分ヨリ9・07 P／分（謝照値ノ54・9％）＝，家兎

3ハ實験前ノ14・50μ／分ヨリ8・65 P／分（樹陰値

ノ60・0％） 二， 家兎4ノ、｛建i常イ直ノ  14・25μ／分ヨ

リ7・03μ／分（封照覧ノ49・3％）二夫々減少ヲ示

セリ．

    第3項淋巴球及ビ大箪核球

 爾者ノ遊走速度ハ白米飼養8日目頃迄二急激

ナル減退ヲ來タシ，ソレ以後二於ケル減少i率ハ

ー般二僅少ナリキ．而シテ爾者ノ減少牽バー一般

二野性エオジン嗜好性白血球及ビ盤基嗜好性白

血球ノ遊素速度ノ減少率二子シテ顯著ナリキ・

即チ淋巴球遊走速度二丁テハ白米投與16日目二

家兎1ハ最：初ノ3・52μ／分ヨリO・45 ”1分（封冊

値ノ12．8％）二，家兎2ハ4・53μ／分ヨ夏0・45μ

／分（封三値ノ9．9％）二，家兎3ハ3・41 P／分ヨ

リ0．21μ／分（封、四聖ノ6・2％）二，家兎4ハL63

μノ分ヨリ。．31μ1分（封即値ノ19．0％）＝夫々減

少セリ．叉大軍核球遊走蓮度ハ16日目二，家兎

1千守メノ1．54 ＃／分ヨリ0・47μ／分（封照値ノ

305％）＝，家兎2ハ2．25μ／分ヨリ0・32μ／分

（封照隠ノ14．2％）二，家兎3ハ1・32μ／分ヨリ

0．42μ／分（i封照値ノ3L8％）二，家兎4ハ1・31μ

／分ヨリ。．31μ／分（到照値ノ23・7％）二夫々減少

セリ．

第3章総括及ビ考按

 家兎二十洗セル白米毎日809 ＝小量ノ水ヲ加

ヘテ16日間蓮績投與シ，ソノ間＝於ケル血漿内

炭酸瓦斯含有量，白血球遊走遽度及ピー般血液

像ノ攣三二就テ検索セル個々ノ成績二關シテ

ハ，既二前章二於テ述べタルヲ以テ，本章二於

テハコレ等ノ實験成績ヲ網括雫均（第9，10表，

［ 21 ］
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第1圖）シ，乾田テニ三先人ノ文一二徴シテ考 按ヲ試ミント欲：ス．

第9表 白米飼養（家兎1，2，3，4亭均）

経 鰹 血色素量 赤血球激 自血球数 各種白血球百分率及ビ實撒

過 ザ 射ト率 實 封ト率 實 1封トi率 假「エ」嗜嬉性 淋 巴 球 盤 大 工嗜
重 1 十三 照セ 照セ 口口 備 考

恥敷一

（gr）一

リ1（％）一

ヲル

ﾂ説
ｫ分

数分）

ヲル
ﾋ六。

敷

ヲル

ｳ百
o分。

百分率 三田 封8ル
ﾆ蕩 トコセ率

百分率

＿         ｝  一         一 一

@實
@敷

封8ル
ｺP百’事い。分 トヲセ率

基性
単核球 鋳ン性

一 一
一

一 一封照 2140 87．5 1GO．0 561 100．0 7245 100．0 40．8 2956 100．0 54．9 3978 100．O 3．1 0．8 0．4 測定後
瀦ﾄ飼養

4 2085 87．8 100．3 574 102．3 7038 97．1 39．1 2752 93．1 55．8 3927 98．7 3．4 1．4 0．3

8 1948 90．8 103．8 594 105．9 8258 114．0 43．9 3625 122．6 52．4 4327 108．8 3．1 0．6 0

12 1871 89．8 102．6 593 105．7 9940 137．2 51．8 5149 174．2 42．5 4225 106．2 4．6 1．0 0．1

16 1821 87．8 100・31 571 101．o 11363 1 156．8 52．4 5954 201．4 42．6 4841 121．7 3．8 1．0 0．2

      第1節磯   ：重

 白米飼養爪取リテ罷重ノ減少ヲ來タスコト

ハ，既二先人が鳥類及ビ哺乳動物等二就キテ等

シク認メタル所ニシテ，余ハ家兎二白米飼養ヲ

行ヘタル門葉レモ髄重ノ減少ヲ來タシ，ソノ4

頭弔均セルモノ愚心キテ観ルニ16日間ニテ最初

ノ21409ヨリ182】9（封1照値：ノ85．1％）二減少セ

リ．之レ白米偏食＝ヨル「ヴイタミニ〈」：Bヲ初出

他ノ重要ナル滋養素ノ不足敏乏ニヨリテ食慾不

振ヲ煎汁シ，家：兎ノ嗜i食セザル白米ノ撮取量ノ

減少ハ主ナル原因ナルベシ．

   第2節 血色素量及ビ赤血球数

 血色素量及ビ赤血球敷ハ略相亭行シテ僅少ナ

ル増加ヲ來タセリ．之ヲ先人ノ文献二徴スル

＝，白米病ノ潜伏期＝ハ血色素：量及ビ赤血球藪

ハ増加ヲ來タスモ罹患後＝至りテコレ等ハ減少

ヲ來タスト村田，佐藤等ハ報ジ，山下，水野，

田口，雫優等モ亦同檬ノ結果ヲ観，緒方，河北，

鈴木等ハ白米病ノ症歌口ル祠1経炎前駆期申入ル

や赤血球轍：及ビ血色素：山荘減少ヲ來タシ，鳥類

二字テハ哺乳動物ヨリー層著明二貧血ハ認メラ

ル・ト報ゼリ．白米病ノ：重要ナル外的所見ノ後

肢蓮動麻痺ハ早キハ30日逞キハ145日平均80日

ヲ以テ家兎二惹起スト村田帰船ベタリ．余ノ實

験日記テハ白米飼養H籔ハ16日ニシテ短期間ナ

リシヲ以テ，何レノ家兎二於テモ後肢運動麻痺

ハ勿論貧血モ亦認メラレズシテ，白米病潜伏期

二於ケル血色素量及ビ赤血球藪ノ増加ヲ観タ

リ．

第10表 白米飼養（家兎1，2，3，4ZF均）

経

過

日

撒

封照

 4

 8

12

16

血漿内炭酸
瓦斯含有量

各種白血球遊走速度
假「エ」嗜好性

（Vo、．％）膿塁三選〃分［革具茎募

ヲOル率

40．30

36．88

34．13

33．13

25．90

100．0

91．5

84．7

82．5

64．3

1ヲOル率

25．58i 100．O

器ll：；

16．331 63．8

15．181 59．3

淋 巴 球

P／分

3．28

1．78

0．82

0．67

0．36

封δト百
照Pセ分
ヲ。ル率

loo．e

54．3

25．0

20．4

盤 基 性

μ／分

15．70

16．01

11．53

10．91

11．o 1 g．os

封Bト百
照Pセ分
ヲOル牽

100．0

101．2

73．4

69．5

57．8

大軍核球

μ／分

1．61

1．22

0．66

0．59

0．43

封8ト百
子Pセ分
ヲ。ル率

100．0

75．8

41．0

36．6

26．7

備 考

丁丁後
白米嗣養

［n ］
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     第3節白血球数
 白米飼養8日目頃ヨリ白血球数ハ漸次増加ヲ

來タシ，16日目ニノ、最：初ノ7245ヨリ11363二増

加シテ封照値ノ156．8％トナレリ．コノ所見ハ

重富，新田，山下，水野，出口，平井等ノ家兎

白米飼養自発テ観タル所＝一致スルモノナリ．

然レドモ淺井ハ家兎二，中村（松）ハ白最二於ケ

ル「ヴィタミン」B馬革単二就キテ白血球敷ノ減

少ヲ観タリ，

  第4節 各種：白血球百分率及ビ實数

 假1生Xオジン嗜好性白血球ノ百分率ハ白米飼

養日数ノ経過二件ヒテ漸次増加シ，淋巴球ノ百

分率ハ之ト相反的二減少セリ．又前者ノ實敷二

於テハ白血球敷ノ増加ト相同ツテ著明ナル増加

ヲ來タシ，白米飼養最絡日曜ハ最初ノ2956ヨリ

5954トナリテ塁｝照値ノ2倍以上ヲ示セリ．淋巴

球ノ實数寄於テハ，ソノ百分率ハ減少ヲ再興セ

ルモ白血球藪ノ増加ニヨリテ減少ハ認メラレズ

シテ略封照値ヲ示セリ．塵基嗜好性白血球，

「エオジン嗜好性白血球及ビ大軍核球等二於テ

ハ攣化バー一般二僅少且ツ不規則ナルヲ以テー定

ノ意味ヲ附スルヲ得ズ．從ヒテ白血球数ノ増加

ハ主トシテ假性エオジン嗜好性白血球ノ増加二

起因スルモノナリ．以上ノ所見ハ和氣，凹田，

水野，出口，亭井等ノ観タル所ニ一致セリ．術

緒方等ハ鳥類及ビ哺乳動物白米病ノ祠i経塗樽騙

期二野テ貧血ノ出現ト略筆卒行シテ淋巴球ノ減

少ヲ來タス外述ベタルモ，余ノ行ヒタル白米飼

養短期間内ノ恥曝二郷テハ淋巴球ノ減少ハ認メ

ラレザリキ．

   第5節 血漿内炭酸瓦斯含有量    ’

 白米飼養ニョリテ家兎ノ血漿内炭酸瓦斯量ハ

漸次減少ヲ來タシ，極メテ早期ヨリ著明ナル血

液アチドージス」ノ護現ヲ認駅馬リ．師チ4頭

卒均セルモノニ就キテ観ルニ白米飼es 4日目墨

縄36．88Vol．％トナリテ最初ノ40．30 Vo1．％二宮

シ8．5％ノ減少ヲ來タシ，以後漸次減少シテ16

日目＝ハ25．90Vo1．％トナリテi封照ノ64．3％ト

ナレリ．之ヲ文獄二徴スルニ管原ハ脚氣患者ノ

血清PHノ減少並ビ＝之ト略相平行シテ血液ノ

1se

140

120

100

ee

so

40

2a

馨

毯

詣

養

第1圖白米飼養
       艦重
       赤血球轍
 一一一一一一白血球敏
       血漿内恵山瓦斯童
 一一一一一・一・假「エJ遊走連慶

 一一一一一淋巴球遊走速譲
 一・一・一・一璽基嗜細胞遊走速度
 一・・一一a－i一一・・大輩核球遊走速度

／
／

ノ
／

／
／

一
／

一
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ノ
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      × ’N．．N．
            一Nb ．．．．．
              ”’“ N

群  4  8
 ＿→ 経 過 日

12 16

酸素結合解離曲線ノ下降ニヨリ，：林（享），加藤

（豊），伊藤，千賀，安富，小林（一）等ハ血i漿内

炭酸瓦斯含有量ノ減少ニヨリ，大4ハCO2ダノ

アグラム」ノ測定及ビ血液水素イオン濃度ノ増

加ニヨリ夫々脚氣二「アチドージス」ノ存在ヲ設

明セリ．叉白米病二於テハ加藤（元）ハ白米飼養

鶏ノ坐骨紳経周園組織ノPHノ著明ナ減少ト共

二血液PHモ亦減少セルラ親，水野，エF井等ハ

白米病ノ症状ノ嚢現セザル極メテ早期ヨリ家兎

血液炭酸瓦斯含有量ノ減少セルラ認メ，伺畢

井ハ之ト随件シテ血液PHノ減少ヲ來タスト述

べ，淡河ハ白米投與後6時間ノ経過二於テ家兎

血i漿内炭酸瓦斯含有量ノ減少セルラ観，夫々白

米飼養動物：於テ「アチド戸ジス」ノ惹起セルラ

認メタリ．

 白米ハ酸生成食物ノ代表的ナルモノニシテ且
    ゆ
ツ「ヴィタミン」：Bノ亭亭セルモノナルコトハ周

知ノ事實ナリ．然シテ「ヴィタミン」：Bハ生艘二

於ケル酸化，分解，合成，類化三諦吸牧等ノ諸

作用二封シテ重要ナル生理的作用ヲ螢ムモノニ
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シテ，之が不足訣乏ヲ來タス白米飼養ヲナス際

ニハ過剰ノ含水炭素ハ適當二利用セラレズシ

テ，不完全燃焼ノ結果多量ノ異常酸ヲ艦内二護

生シ，白米病症状ノ惹起セザル早期ヨリTアチ

ド・一一 Yス」ノ稜現スルコトハ想像二難カラザル

所ナリ．

     第6節 白血球遊走速度

 假性エオジン嗜好性白血球，淋巴球，監1基嗜

好性白血球及ビ下輩核三等ノ遊走速度ハ白米飼

養日数ノ経過二伴ヒ漸次著明二減退ヲ來タセ

リ．帥チ白米飼養16日目ニハ假性エオジン嗜

好性白血球ノ遊走速度ハ最初ノ25，，58 」U／分ヨリ

15・18μ／分（樹照値ノ59・3％）二，淋巴球ハ3・28

μ／分ヨリα36μ！分僕1照値ノlLO％）二，盤基

嗜好性白血球ハ15・70μ／分ヨリ908μ／分（樹照

値ノ57・8％）＝，大輩核1球ハ1・61μ／分ヨリ0・43

μ／分（封三値ノ26・7％）二夫々減少シ，ソノ減

少率二於テハ前2者ハ略同様ニシテ最初ノ約60

％トナリ，淋巴球ノ遊走速度低下ハ最：毛著明＝

シテ最初ノ約％oトナリ，大軍核球ハ爾者ノ略

中間ノ値ヲ示セリ．

 白米飼養ノ際二於ケル白血球機能＝關シテ

ハ，山下ハ家兎ノ白血球遊走速度及ビ貧喰能ヲ

槍シテ何レモ著明二減退スルヲ町田，余ノ所見

モ亦之ニー致セリ．尚氏ハソノ際二丁ケル胃性

エオジン嗜好性白血球核分葉数ヲモ併セ検シ，

白米飼養二世テハ滝野血球ハ退行性右方移動ヲ

甲州スト報ゼリ．白米飼養＝ヨリテ白血球核右

方移動ヲ牛田スコトハソノ後水野，出口，準井

等モ亦認メタル所ナリ．

 要之，白米飼養ニヨリテ血漿内炭酸瓦斯含有

：量ハ漸次減少ヲ來タシ，顯著ナル「アチドージ

ス」ノ獲現二随俘シテ白血球遊走速度ハ漸次著

明二減退スル結果ヲ得タリ．

結

 4頭ノ健康成熟家兎ヲ清洗セル白米（小量ノ

水ヲ添加シソノ他ノモノハー切與ヘズ）ノミニ

テ16日間二亘リテ自由飼養ヲ行ヒ，コノ間二四

ケル血液酸塵基準衡失調ト白血球遊i走機能トノ

關係及ピー般血液像ヲ槍シタルニ次ノ如キ結論

ヲ得タリ．

 1）刃引ハ白米飼養ニヨリテ三女減少セリ．

 2）赤血球敷及ビ血色素：量ハ僅少ナル増加ヲ

來タシ，16日間ノ白米飼養二目テハ貧血ヲ認メ

得ズ．

 3） 白血球敷ハ著明・二野加ヲ下棚ス．之下主

トシテ假性エオジン嗜好性白血球ノ増加ニヨル

ナリ．

 4）各種白血球百分率二於テハ，假性エオジ

ン嗜好性白血球ハ増加シ，淋巴球ハ減少シ，塵

基嗜好性白血球，rtエオジン嗜好性白血球及ビ

論

大軍核球等ニハー定ノ攣化ヲ認メ得ズ．叉實藪

二於テハ，假性エオジン嗜好性白血球ハ顯著ナ

ル増加ヲ來タシ，淋巴球二於テハ増減ヲ認メ得

ザリキ．

 5）血漿内炭酸瓦斯含有量ハ白米飼養ニヨリ

テ漸次減少セリ．

 6） 白血球遊走速度ハ白米飼養ニョリテ漸次

減少シ，ソノ減少率ノ順序ハ淋巴球，大軍核球，

塵基嗜好性白血球及ビ男性エオジン嗜好性白血

球ニシテ，淋巴球ノ遊走機能ハ最モ顯著二減退

セリ．

 要之，白米飼養ニヨリテ著明ナル血液アチド

ージス」ノ下平ト白血球遊走機能ノ減退トハ相

随伴シテ惹起セリ． （此ノ際ノ白血球核ハ右方

移動ヲ來ス）
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